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らミャンマー 物理的に国境を越えて資金が移送され 場合される主な国境ル トは、タイ中部のメーソート＝ミャワディ（前




にあたるタイからミャンマーへの資金の移送で、地下送金業者がしばしば利用しているのが「相殺決済」である。地下送金サービスは、タイ国内のミャンマー移民労働者の郷里送金のようなタイからミャンマーへの送金だけでなく、ミャンマーから 宛て 送金の需要にも対応している。後者の代表的な例は、タイ ミャンマーへの密輸入品の決済のためる。送金業者は、タイからミャンマーと、ミャンマーからタイへの対とな 送金を相殺して処理して





































金元と送金先の間の送金情報の伝達と資金の移送を切り離すことで即時性の高いサービスを提供し、かつ「相殺決済」を利用することで資金の国境間移送を省いて低コストを実現している。さらに、二〇一二年以降、地下送金業者は銀行のＡＴＭや窓口を使って 民労働者との資金の受け渡 、受取人への資金 配送を行うことで、自らの店舗・エージェントを準備する経費を節減している。　
地下送金業者による銀行利用に
は、さらに二つ 意義が考えられる。第一は、地下送金業者間の競争の活性化である。郷里送金を行う移民労働者は、つねに多くの選択肢から送金業者を選んでいるわけではない。在来の地下送金の場合、ある送金先 地域に店舗・エージェントを持つ送金業 が限れているために、移民労働者がやむを得ずそうした業者を選んでいることも考えられる。これに対し










で洗練された地下送金システムが発達したため、正規の銀行がそうした地下送金システムと競合するには時間を要する。これまでのところ、逆接的 はあるが 銀行支店網の拡張が の利便性に寄与している。 業者は、銀行の を利用することでミャンマー国内での資金の受け渡しのための店舗・エージェントを節減するだけでなく、サービス 地理的範囲を広げることが きるので、地下送金業者間の競争が促されて、移民労働者が送金業者に支払う費用も逓 可能性がある。　
ただし、地下送金業者による銀
行の利用は、ミャンマー 銀行にとってもメリットがないわけではない。一次的に、送金手数料収入をもたらすだけでなく 二次的には、それまで銀行口座を持たない移民労働者の家族に、預金口座をはじめ様々な金融サービスを提供する契機となる可能性がある。ミャンマーでは地下送 システムと銀行との共存という奇妙 現象が当分の間続くであろう。（くぼ
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